
会

止
口

昭
和
五
十
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会

お
よ
び
総
会
は
、
予
定
通
り
十
一
月
二

日

（
金
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
楽
友

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
開
講
演
は
岸
俊
男
、
潮
見
浩
の
両

氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
な
わ
れ
、

盛
会
裡
に
終
り
ま
し
た
。

古
代
宮
都
研
究
の
課
題岸

　
俊
男
残

中
国
の
初
期
鉄
器
と
製
鉄
遣
跡

潮
見
　
重
氏

昭
和
五
十
九
年
度

　
更
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

古
代
宮
都
研
究
の
課
題岸

俊
　
男

　
私
は
さ
き
に
藤
原
宮
の
緊
急
調
査
に
関
連
し
て
、

藤
原
宮
・
藤
原
京
の
復
原
私
案
を
発
表
し
、
さ
ら

に
そ
れ
に
基
づ
く
藤
原
京
と
平
誠
京
の
構
造
上
の

緊
密
な
関
係
に
つ
い
て
指
摘
し
た
が
、
こ
の
私
案

が
成
立
す
る
と
、
従
来
通
説
と
な
っ
て
い
た
平
城

京
の
唐
長
安
城
直
講
説
は
再
検
討
を
要
す
る
こ
と

と
な
り
、
平
城
京
の
原
型
と
み
な
さ
れ
る
藤
原
京

と
中
国
都
城
と
の
比
較
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く

る
。
そ
の
場
合
、
私
は
藤
原
京
が
縦
長
型
で
あ
る

こ
と
、
宮
が
北
京
極
に
直
接
し
な
い
こ
と
、
坊
が

正
方
形
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
藤
原
京

は
唐
長
安
斌
を
模
倣
し
た
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ

北
魏
洛
陽
内
城
や
東
絵
郷
南
城
な
ど
の
階
・
唐
以

前
の
中
國
都
城
に
そ
の
源
流
を
求
む
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
つ
づ
け
て
説
い
た
。
こ
の
私
説
に
対
し
て

王
三
菱
氏
は
い
く
つ
か
の
理
由
を
あ
げ
て
反
論
さ

れ
た
が
、
そ
の
一
つ
に
日
本
は
倭
脂
燭
以
後
北
朝

の
洛
陽
に
は
使
節
を
送
っ
て
い
な
い
か
ら
、
洛
陽

城
の
模
倣
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
っ

た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
そ
れ
で
は
宋
は
じ
め
長

く
南
朝
歴
代
王
朝
の
都
と
な
っ
た
建
康
誠
（
南
京
）
、

あ
る
い
は
中
園
に
渡
っ
た
多
く
の
日
本
人
が
赴
い

た
唐
代
揚
州
誠
な
ど
は
如
何
と
考
え
る
に
、
こ
れ

ら
の
三
三
は
藤
原
京
と
相
似
の
縦
長
型
で
あ
っ
た

可
能
性
が
強
く
、
ま
た
宿
墨
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、

唐
の
北
都
太
原
は
東
西
六
坊
・
南
北
九
坊
の
藤
原

京
と
全
く
相
似
の
縦
長
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

ら
の
点
か
ら
藤
原
京
の
源
流
は
や
は
り
そ
う
し
た

階
・
唐
以
前
か
ら
あ
る
伝
統
的
な
縦
長
型
都
城
に

求
む
べ
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
能
代
の
長
安
城
と

洛
陽
城
が
直
接
的
に
意
識
さ
れ
た
の
は
平
安
京
の
、

し
か
も
遷
都
聴
し
ば
ら
く
を
経
て
か
ら
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
都
城
制
の
原
型
で
あ
る
藤
原

京
の
源
流
は
、
や
は
り
中
国
に
お
い
て
晴
・
唐
以

前
か
ら
存
在
す
る
縦
長
型
（
九
六
城
）
の
都
城
に

求
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
今
も
変
わ
り
は

な
い
が
、
藤
原
京
に
関
し
て
は
そ
の
後
新
し
い
課

題
が
現
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
倭
京
の

問
題
で
あ
る
。
私
は
さ
き
の
復
原
私
案
と
同
時
に
、

天
武
陵
が
藤
原
京
中
軸
線
の
南
延
長
上
に
あ
る
こ

と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
藤
原
京
の
設
定
計
画
は

天
武
十
三
年
三
月
に
お
け
る
天
武
天
皇
の
京
師
巡
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行
を
も
っ
て
定
ま
っ
た
と
い
う
新
説
を
提
示
し
た

が
、
さ
ら
に
最
近
に
至
っ
て
文
献
史
料
を
中
心
に

検
討
を
加
え
た
結
果
、
藤
原
京
以
前
、
少
な
く

と
も
天
武
朝
初
年
に
す
で
に
行
政
区
画
と
し
て
の

「
京
」
が
飛
鳥
の
地
域
に
存
在
し
た
可
能
性
の
大

で
あ
る
こ
と
に
想
到
し
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、

ω
天
武
十
二
年
十
二
月
の
難
波
を
岸
里
と
す
る
複

都
制
の
詔
は
、
首
都
と
し
て
の
倭
京
の
存
在
を
前

提
と
し
て
い
る
、
②
天
武
十
四
年
紀
三
月
条
の

「
京
職
大
夫
」
は
信
愚
性
が
あ
る
、
㈲
天
武
紀
で

は
五
年
こ
ろ
か
ら
急
に
「
京
及
畿
内
」
や
「
京
」

「
京
師
」
と
い
う
表
現
が
頻
出
す
る
、
ω
天
武
天

皇
は
即
位
直
後
か
ら
し
き
り
に
新
し
い
宮
都
の
候

補
地
を
探
索
す
る
が
、
そ
の
記
事
に
み
え
る
「
新

誠
」
は
地
名
で
な
く
、
　
「
忘
し
い
都
城
」
の
意
味

で
は
な
い
か
、
⑤
『
万
葉
集
』
の
壬
申
の
乱
平
定

後
の
作
歌
二
首
に
み
え
る
「
京
師
」
　
「
皇
都
」
は

「
赤
駒
の
は
ら
ば
ふ
田
居
」
や
「
水
鳥
の
す
だ
く

水
沼
」
と
い
う
表
現
か
ら
広
大
な
京
の
設
定
を
推

測
さ
せ
る
、
⑥
律
令
制
の
地
方
行
政
組
織
は
巾
国

の
場
合
と
異
り
、
　
「
京
」
と
「
国
」
を
対
置
す
る

二
本
建
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
成
立
は
両
者

同
時
と
み
ら
れ
る
が
、
律
令
制
の
「
国
」
は
少
な

く
と
も
天
歴
朝
初
年
に
存
在
し
て
い
た
な
ど
を
挙

げ
う
る
が
、
宴
ら
に
⑦
『
日
本
書
紀
』
な
ど
当
時

に
近
い
文
献
史
料
を
検
す
る
と
、
　
「
藤
原
宮
」
は

し
ば
し
ば
現
わ
れ
る
が
、
　
「
藤
原
京
」
と
い
う
表

現
は
一
例
も
な
く
、
す
べ
て
「
新
益
京
」
と
よ
ぶ
。

こ
の
こ
と
は
藤
原
京
が
倭
京
を
「
新
し
く
拡
張
し

た
京
」
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
、
ま
た
持
統
紀
八

年
十
二
月
の
揚
合
も
、
「
遷
都
」
と
い
わ
ず
、
「
土

居
」
と
記
し
て
お
り
、
難
波
・
大
津
・
平
城
・
恭

仁
・
長
岡
・
平
安
に
対
し
て
「
遷
都
」
の
語
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
。
な
お

遷
都
に
際
し
て
は
多
く
の
場
合
、
旧
套
に
留
守
官

が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
還
幸
を
装
っ
て

遷
都
に
よ
る
人
心
の
動
揺
を
防
ぐ
こ
と
を
企
図
し

た
の
で
な
い
か
と
考
え
る
。
藤
原
京
の
前
後
、
近

江
遷
都
の
場
合
に
は
倭
京
に
留
守
司
が
躍
か
れ
て

お
り
、
平
城
遷
都
に
際
し
て
も
石
上
麻
呂
を
藤
原

京
の
留
守
と
し
て
い
る
。
し
か
る
に
藤
原
遷
都
に

浄
御
原
宮
に
留
守
官
を
任
じ
た
記
事
は
な
い
。
こ

れ
ら
の
事
実
は
私
た
ち
の
い
う
藤
原
遷
都
と
は
実

は
倭
京
の
中
に
お
け
る
藤
原
宮
へ
の
遷
宮
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
生
む
。
以
上
の

諸
点
に
よ
っ
て
藤
原
京
以
前
に
お
け
る
「
京
」
（
倭

京
と
仮
称
）
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
実
態
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

　
な
お
藤
原
京
に
関
し
て
、
左
京
・
右
京
の
別
が

で
き
る
の
は
大
宝
令
以
後
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

『
続
紀
』
慶
雲
元
年
十
一
月
条
に
、
は
じ
め
て
京

域
を
定
め
た
ご
と
き
記
事
が
み
え
る
こ
と
は
復
原

私
案
と
も
無
関
係
の
問
題
で
は
な
い
が
、
中
ツ
道

と
下
ツ
道
の
間
隔
で
あ
る
高
麗
二
六
〇
〇
〇
尺

（一

Z
〇
〇
歩
）
か
ら
い
か
に
し
て
八
坊
一
二
条

の
条
坊
制
、
地
割
が
割
り
出
さ
れ
た
か
も
、
条
里

制
と
の
関
連
の
も
と
に
考
究
を
要
す
る
課
題
で
あ

る
。

中
国
の
初
期
鉄
器
と
製
鉄
遺
跡

潮
　
見

浩

　
中
国
の
初
期
鉄
器
は
、
近
年
の
考
古
学
的
調
査

に
よ
っ
て
、
か
な
り
明
ら
か
に
な
り
は
じ
め
た
。

こ
こ
で
は
出
土
鉄
器
と
製
鉄
遺
跡
を
通
じ
て
、
中

国
の
初
期
鉄
文
化
の
特
質
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
現
在
の
出
土
資
料
か
ら
み
る
と
、
春
秋
末
な

い
し
戦
国
早
期
の
鉄
器
の
出
現
か
ら
前
漢
中
期
よ

り
後
漢
に
い
た
る
鉄
器
の
普
及
ま
で
に
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
三
つ
の
段
階
が
設
定
さ
れ
よ
う
。

一
、
春
秋
末
か
ら
戦
国
早
期
の
段
階
。
出
土
資
料

と
し
て
最
古
で
し
か
も
確
実
な
人
工
鉄
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
春
秋
末
か
ら
戦
国
早
期
に
か
け
て
の
も

の
で
あ
る
。
な
か
で
も
江
蘇
・
程
三
子
一
号
墓
・
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二
号
墓
で
は
、
一
号
墓
か
ら
白
銑
鉄
の
鉄
塊
一
、

二
号
墓
か
ら
海
綿
鉄
鍛
造
の
鉄
棒
一
が
出
土
し
て

い
る
。
こ
の
時
期
に
銑
鉄
と
錬
鉄
の
両
者
の
生
産

さ
れ
た
こ
と
は
、
程
橋
群
籍
か
ら
み
て
確
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
出
土
鉄
器
を
概
観
す
る
と
、
圧
倒

的
に
多
い
の
は
鋳
造
製
の
農
具
・
工
具
で
あ
る
。

鍛
造
製
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
、
ご
く
少
数
の
鉄

製
短
剣
な
ど
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
状
況
か
ら
み
る

と
、
こ
の
時
期
は
鋳
造
の
鉄
器
類
が
主
流
で
あ
り
、

鍛
造
の
鉄
器
類
の
未
発
達
の
段
階
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。
鋳
造
の
鉄
器
類
に
は
硬
い
が
脆
い
と
い

う
性
質
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
鉄
器
の
表
面
の
軟
化

処
理
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
。
利
器
と
し
て
の
鍛

造
品
の
少
な
い
理
由
は
、
錬
鉄
の
硬
化
の
技
法
が

ま
だ
十
分
に
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、

青
銅
器
類
に
固
執
し
た
呪
術
的
側
面
な
ど
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
。

二
、
戦
国
晩
期
か
ら
前
漢
前
期
の
段
階
。
こ
こ
で

は
鋳
造
製
の
農
具
・
工
具
の
ほ
か
に
、
鍛
造
製
の

鉄
製
武
器
類
が
普
及
す
る
。
河
北
・
燕
下
都
四
四

号
墓
で
は
、
鉄
胃
一
・
鉄
剣
一
五
・
鉄
琴
一
九
・

鉄
戟
一
二
な
ど
の
鉄
製
武
器
類
が
集
中
し
て
出
土

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
鉄
製
武
器
類
は
、
個
体
還

元
に
よ
る
海
綿
鉄
を
錬
歯
し
て
ま
ず
錬
鉄
を
生
産

し
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
も
の
、
加
熱
徐

冷
に
よ
っ
て
滲
炭
す
る
も
の
、
鉄
材
の
舎
鍛
え
に

よ
っ
て
成
形
し
焼
き
を
い
れ
て
銅
と
す
る
も
の
な

ど
が
あ
る
と
い
う
。
前
漢
の
満
城
一
号
墓
の
劉
勝

の
撃
剣
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
剣
や
書
辞
も
燕
下
都

四
四
号
墓
例
に
共
通
す
る
滲
炭
鋼
と
み
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
聴
期
は
、
滲
炭
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て

鍛
造
の
鉄
製
武
具
類
が
普
及
し
、
青
銅
製
武
器
類

と
交
替
す
る
。
こ
れ
ら
鉄
器
の
製
作
は
、
都
城
の

内
外
に
設
け
ら
れ
た
鉄
器
製
作
の
工
房
で
お
こ
な

わ
れ
、
新
し
い
技
術
や
地
域
的
特
色
の
あ
る
鉄
器

類
が
出
現
し
た
。

三
、
前
漢
中
期
か
ら
後
漢
に
い
た
る
段
階
。
漢
代

の
鉄
製
武
器
の
う
ち
、
鉄
剣
が
鉄
大
刀
に
移
行
す

る
時
期
は
前
漢
中
期
か
ら
は
じ
ま
り
、
こ
れ
は
智

慮
・
鉄
勢
の
出
現
と
と
も
に
、
製
鋼
技
術
の
進
展

が
そ
の
背
景
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
直
接
製
鋼

の
ほ
か
、
銑
鉄
を
脱
炭
し
て
鋼
と
す
る
間
接
製
鋼

法
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。
河
南
∴
鉄
生
溝
の
製

鉄
遺
跡
で
は
、
各
種
の
炉
が
存
在
す
る
が
、
間
接

製
鋼
を
示
す
多
く
の
脱
炭
炉
や
妙
鋼
炉
と
称
せ
ら

れ
る
も
の
ま
で
が
あ
る
。
後
誌
代
に
な
る
と
、
三

十
錬
・
五
十
錬
・
百
錬
な
ど
と
記
さ
れ
る
紀
年
銘

を
も
つ
金
箭
の
鉄
剣
・
鉄
刀
が
出
土
す
る
。
こ
れ

ら
は
爽
雑
物
の
少
な
い
間
接
製
鋼
に
よ
る
高
炭
素

鋼
を
使
用
し
、
合
せ
鍛
え
や
折
返
し
鍛
打
に
よ
り

百
錬
銅
と
よ
ば
れ
る
も
の
の
原
形
を
な
し
た
。
ま

た
、
農
具
・
工
具
類
の
製
作
も
鋳
造
か
ら
鍛
造
へ

移
行
す
る
傾
向
を
示
し
、
鋳
造
は
容
器
類
を
は
じ

め
と
す
る
日
用
雑
器
類
に
む
け
ら
れ
、
名
実
と
も

鉄
器
の
時
代
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
ほ
か
、
般
中
期
か
ら
周
初
に
か
け
て
は
、

河
北
・
台
西
村
遺
跡
出
土
の
鉄
琴
銅
銭
を
は
じ
め

と
し
て
、
ニ
ッ
ケ
ル
を
含
有
す
る
阪
鉄
の
使
用
さ

れ
た
時
期
が
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
鉄
の
利
用
で
あ

っ
て
、
直
接
的
に
は
人
工
鉄
の
畠
現
に
つ
な
が
る

も
の
で
は
な
い
が
、
鍛
造
・
鍛
接
な
ど
の
金
属
の

加
工
技
術
と
し
て
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
股

周
代
に
は
確
実
な
資
料
と
は
い
え
な
い
が
、
青
銅

器
鋳
造
の
さ
い
の
型
持
た
せ
や
鐘
の
内
側
に
あ
る

環
な
ど
に
、
鉄
の
使
用
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
前
述
の
一
の
般
階
以
前

に
、
利
器
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
が
、
錬
鉄
が
す

で
に
出
現
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
近
年
出
土

の
毅
周
の
青
銅
器
に
は
、
山
西
・
族
介
村
の
組
置

墳
墓
出
土
の
含
鉄
嘉
暦
の
よ
う
に
、
鉄
分
を
か
な

り
含
有
し
鉄
銃
の
み
と
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
鉄
分
を
ふ
く
む
青
銅
器
と
い
う
の
は
、
黄
銅

畷
な
ど
に
よ
る
銅
の
製
錬
の
さ
い
、
鉄
が
完
全
に

分
離
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
と
推
測
さ
れ
る
。
中
止

に
お
け
る
銅
の
製
錬
の
さ
い
、
今
日
の
吹
き
分
け
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に
通
ず
る
技
術
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
銅
の
製
錬

の
過
程
で
鉄
を
と
り
だ
す
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て

く
る
。
中
国
に
お
け
る
鉄
の
出
現
が
、
他
か
ら
の

伝
播
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
銅
製
錬
の
過
程
で
鉄

が
発
見
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
予
測
し
て
よ
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

昭
和
五
十
九
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
（
研
究
成
果
刊
行
費
）

の
交
付
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
昭
和
五
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
（
研
究
成
果
刊
行
費
）
を
、
文
部
省
学
術
国

際
筒
よ
り
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
置
ら
、
昭
彩
六
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
史
林
の
出
版
・
刊
行
に
対

す
る
補
助
金
で
す
。
こ
こ
に
史
林
の
出
版
・
刊
行

費
の
一
部
と
し
て
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

（
研
究
成
果
刊
行
費
）
の
交
付
を
う
け
た
こ
と
を

明
記
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
受
贈
図
書

　
（
一
九
八
四
年
五
月
）

日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
（
東
北
大
学
日
本
文

　
化
研
究
所
）
刷
巻
二
一
止

立
正
孔
洋
史
（
立
正
大
学
西
洋
史
研
究
会
）
六
号

史
朋
（
史
朋
同
人
）
二
〇
号

正
倉
院
年
報
（
奈
良
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
）
六

　
号
社
会
科
学
論
叢
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
）
三
三
号

歴
史
教
育
論
集
（
磁
北
大
学
校
師
範
大
学
歴
史
教

　
育
科
）
五
輯

岡
山
市
立
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
館
研
究
紀
要
　
三
号

東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
　
三
三
号

信
州
豊
南
女
子
短
期
大
学
紀
要
　
創
刊
号

歴
史
研
究
（
大
阪
府
立
大
学
）
二
三
号

人
文
学
科
論
集
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
）
一
九

　
号
桃
山
歴
史
地
理
（
京
都
教
育
大
学
史
学
会
）
一
二

　
号
隼
人
文
化
（
隼
人
文
化
研
究
会
）
一
四
号

文
明
（
東
海
大
学
文
明
研
究
所
）
四
〇
・
四
一
号

和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
・
文
化
史
研
究
所
紀
要

　
四
号

人
文
学
部
紀
要
（
茨
城
大
学
）
一
七
号

人
文
科
学
論
集
（
茨
城
大
学
）
一
七
号

日
本
文
化
史
研
究
（
帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
化

　
史
学
会
）
　
六
・
七
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
　
三
七
集

　
　
　
編
集
後
記

　
厳
し
い
寒
さ
の
も
と
、
本
年
度
第
1
号
を
御
届

け
致
し
ま
す
。
論
説
三
本
を
は
じ
め
、
研
究
動
向
、

ノ
ー
ト
、
書
評
、
紹
介
と
各
分
野
の
力
作
が
集
ま

り
、
年
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。
何
卒
御
検
討
く
だ
さ
い
。
さ
て

永
年
編
集
委
員
と
務
め
て
こ
ら
れ
た
永
井
和
氏
が

委
員
を
交
代
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い

間
の
御
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
（
元
）

一
飲
珊
謹
言
二
語
翻
定
事
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
〇
円

　
出
X
　
　
林
　
　
第
山
ハ
八
巻
第
一
異
冨
（
　
趨
巻
第
一
二
二
・
九
二
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人
　
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
ぬ
九
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
七
一
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
水
　
津
　
　
一
　
朗

　
　
　
　
　
京
都
市
下
窟
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
気
○

印
刷
所
　
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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